
内線
～ 年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

02

平成２６年度　実施計画・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

政策経営部 課等名 政策調整室 228部等名 記入者名 髙橋　正一

根拠法令・条例、関連計画等 出水市自治基本条例第２７条

事務事業名 　総合計画策定事業 事業期間 平成 平成 29
　時代の変化に対応した行政運営体制の構築

27 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

　総合計画基本計画策定事業費

施　　策

目
01 06

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

H27年度の事業計画 H28年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

　市民と行政とが一体となって協働によるまちづくりを進め、本市の目標とする将来像の実現を目指す。

３　事務事業の概要

４ パブリックコメント手続き
５ 市議会提案
６ 総合計画書印刷製本

01

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

細目　予算細々目名 会計 款 項

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

　総合計画は、本市の目標とする将来像を定め、その実現のための政策の柱を設定するとともに、施策展開の全般
にわたっての基本的な方向付けを行うために策定されるものである。
　「第一次出水市総合計画」の計画期間が平成２９年度までであることから、平成２７年度から平成２９年度まで
の間に新たに「次期総合計画」を策定しようとするものである。

市　民
  次期総合計画を策定し公表することにより、本市の目標とする将来
像を明らかにし、まちづくりに向けた長期的な展望を示す。

　　　　　―

細 施 策 　　　　　―

１ 市民アンケート調査業務委託
２ 総合計画案作成
　⑴ 総合計画調査研究会
　⑵ 総合計画策定委員会幹事会
　⑶ 総合計画策定委員会

３ 総合計画審議会の開催
　⑴ 総務部会（３回）
　⑵ 産業経済部会（３回）
　⑶ 都市計画部会（３回）
　⑷ 教育民生部会（３回）
　⑸ 全体会（２回）

H29年度以降の事業計画
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

市民アンケート調査（総合計画意識
定着度）

―

1

29

理由

　現在の総合計画は、市全体の計画であるので拡大する余地はない。また、第一次総合計画の期間
延長では、複雑・高度化する行政需要に対応できない。

―60 ― ――

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

　名称は異なるが、県内全市町村が策定している。地方自治法の改正により基本構想は議決事件から除外された
ものの、全国的にもほとんどの地方自治体が基本構想の策定を予定している。

平成
年度まで

　本事業には該当しない。

は　い

いいえ

■

いいえ

事務事業評価（事前評価）

目標値

件

年度

29

目標

妥
当
性

　第一次出水市総合計画の計画期間が平成２９年度で終了することから、平成３０年度を始期とす
る次期総合計画を平成２９年度までに策定する必要がある。

27年度

　総合計画は、市の総合的かつ計画的な行政運営の指針を示すものであ
り、市民にまちづくりの長期的な展望を示すものであることから、今後
も総合計画を策定する必要がある。本年９月議会で、自治基本条例の改
正を行い、基本構想の策定を義務付ける予定である。

25年度 26年度
指 標 名 単位

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

理由

　将来の市の総合的かつ計画的な行政運営の指針を示すものであり、本年９月議会における自治基
本条例の一部改正により、策定義務が規定されることになる。□ 

□ 

■ は　い

いいえ

区分

活
動
指
標

②

成
果
指
標

①

効
率
性

□ 

緊
急
性

％

②

総合計画策定①

方向性の理由、改善案等

1

―

最終目標
実績 目標 目標

29年度
１　指標の推移

目標
28年度

　二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

　一次評価と同様に実施する。

今後の方向性（総合評価）

□ は　い
理由


